
開館時間：午前 9時 30分～午後 4時 30分
休 館 日：日・祝・9月 30日（水）
              ※9月 19日（土）、26日（土）、10月 3日（土）は開館
観 覧 料：無料
会　　場：2階ギャラリー 1、2、1階多目的スペース
主　　催：城西大学水田美術館
展示企画：加藤栄子氏（地口絵研究者、飯能市文化財保護審議委員会委員、
                                上級デジタルアーキビスト）
特別協力：毛呂山町歴史民俗資料館、森泉忠雄氏
協　　力：城西大学書道会、城西大学水田記念図書館 学生アドバイザー
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日時：９月２６日（土）
　　　13時 30分～ 15時 30分（予定）

講師：平良宣子氏

　   （毛呂山町歴史民俗資料館）

実演：森泉忠雄氏

　　 （日展・二科展等入選の洋画家、地口絵師）

場所：美術館 1階多目的スペース

定員：２０名

参加費：なし

申込：参加希望の方は、参加者氏名／参加人数／連絡先（複数の場合

　　　は代表者様の連絡先）／参加者の住所（市区町村まで）を、下記

　　　いずれかの方法により、事前にお申し込みください。

　　　定員に達し次第受付終了となります。

①メール＝museum@josai.ac.jp

②電話＝049-271-7327

③FAX＝049-271-7342　　　 ④フォーム

＊申し込み受付 8月 24 日（月）10 時より

平良宣子氏 森泉忠雄氏

▲QR コード

次代につなぐ地口絵 ～毛呂山の絵灯篭の継承と展開～

＠museum_josai ＠museum_josai
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[ 電車の場合 ]交通のご案内 /Access

[ お車の場合 ]

１. 関越自動車道「鶴ヶ島 I.C」を出て、 鶴ヶ島方面に進み国道 407号線を直進

※鶴ヶ島 I.C より約 20 分

２. 「脚折町四丁目」交差点で右折し、 右に「狩野動物病院」の看板がある交差点で右折

３.「一本松」交差点を毛呂山方面に直進

４.「万年橋」を渡り、 「明海大学病院」の看板がある交差点を左折し直進、 踏切を渡り
　 登り坂を進むと突き当りに城西大学正門入口

東武東上線坂戸（さかど）駅乗換え、 東武越生線川角（かわかど）駅下車徒歩 10 分
東口改札（IC、 切符）または学園口改札（IC のみ）のいずれかをご利用ください。
※東口改札から出る場合、 踏切を渡ります。

地口を読み解くクイズに挑戦！
全問正解で先着 100名様に

オリジナル缶バッチ
プレゼント！

先着
100名様

日時：１０月３日（土）14 時～ 15 時（予定）

集合： ギャラリー 1

申込： 不要

※都合により不在
    となる場合も
    あります。 加藤栄子氏

笑って
健康！

各日13：30～16：00

会期中

在室日

個別にお話しができます

1０月５日（月）～９日（金）

展示企画者加藤栄子氏による展示解説

池原昭治《夏の風物詩 天王さまのおまつり。
地口行灯と童の図》2026 年、個人蔵

池原昭治《稲荷神社の初午まつり、童と地口行灯が空を
舞う。》2026 年、個人蔵
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＊大学夏季休業に伴い、美術館事務室は 8月 11 日（火）～ 20 日（木）まで閉室します。

1 階多目的スペース
では、毛呂山町内の
前年度小学 6年生が
描いた灯篭絵（複製）
も展示します！
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※地口絵 すべて個人蔵


